






100

た力強い森林づくりを進めるとともに、二酸化炭

素の吸収や水源のかん養など、森林の持つ公益的

機能を増進します。

高度な公益的機能を持つ森林を保安林として指

定し、公的な管理を進めるとともに、林地開発許

可制度の適正な運用により森林の適正な管理を行

います。

水源かん養や土砂流出防備に加え保健休養機能 

など、多様で高度な機能を持つ保安林の保全を図

るため、間伐等による森林整備とコンクリートダ

ム等の治山施設の設置を一体的に実施する、総合

的な治山対策等により適正な管理を行います。

高校生を対象として、職場体験研修を実施する

ほか、公益財団法人三重県農林水産支援センター

と連携して就業・就職フェアを開催します。また、

林業従事者の技術力向上を図るため、高性能林業

機械の操作研修や架線集材に必要な技術研修を実

施するなど地域林業の担い手を育成します。さら

に、林業の新規就業者の確保および既就業者のス

テップアップを図るため林業講座を開講し、研修

等を実施します。

林業事業体が作成する事業の合理化や雇用環境

の改善をめざした改善計画を認定するとともに、

安全衛生指導員の養成や巡回指導、特殊健康診断

の支援など雇用環境の整備を進めます。また、林

業経営等を推進する活動を行っている林業研究グ

ループの取組を支援します。

木を使うことは「緑の循環」につながることか

ら、品質や規格の確かな県産材「三重の木」等の

利用を推進するとともに、平成22（2010）年12

月に策定した「みえ公共建築物等木材利用方針」

に基づき、公共施設等における県産材の利用拡大

を図ります。また、市町に対しても各市町の木材

利用方針に基づいた木材利用の推進を働きかけま

す。

新規就農者や企業等の参入促進、経営体の育成

等を支援する公益財団法人三重県農林水産支援セ 

ンターを核に、関係機関との連携のもと、就業希

望の段階から、経営の発展段階までを総合的に支

援します。

また、従来の農地利用集積円滑化事業や農地法

3条許可に加えて、平成26（2014）年度から実

施している農地中間管理事業を活用して、担い手

への農地集積を加速的に推進します。

中山間地域等直接支払や多面的機能支払などを 

実施し、農用地などの保全管理の取組を推進する

とともに、耕作放棄地再生利用対策による耕作放

棄地の解消に努めます。

漁場環境等の保全・改善を図るため、漁業者を

中心とした多様な主体が参画した活動組織が行う

海底の耕転、海藻の種苗投入、ウ二類などの食害

生物の除去、内水面域における河原の清掃などの

環境保全活動を支援します。

持続的養殖生産確保法に基づいて、適正養殖可

能数量を設定した漁場改善計画によって、養殖業

者自らが実践する養殖漁場環境の保全活動や取組

を推進します。

①

平成27（2015）年度に引き続き、英虞湾に

おいて浚渫事業を実施します。

② の

五ヶ所湾等において実施される底質改良剤等

の散布に対して助成します。

沿岸漁場の生態系の回復と環境保全を図るため、

藻場・干潟を造成します。
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